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エネルギーとしての水素・アンモニア

カーボンニュートラルを「制約」ではなく、経済成長の
好機と位置付ける。
「技術で勝ってビジネスでも勝つ」となるよう、早期の
量産化、商業化を図る。

2023年度のCO2 の排出量（電気・熱配分前）
989 百万トン

出典：2023 年度の温室効果ガス排出量及び吸収量（環境省）
https://www.env.go.jp/content/000310278.pdf
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水素・アンモニアバリューチェーンの全体像
化石燃料 電力 水素等

出典 経済産業省 https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/shoene_shinene/suiso_seisaku/pdf/002_01_00.pdf

つくる はこぶ・ためる つかう製造 輸送・貯蔵 利用

水電解

液化・MCH化・

アンモニア化
（数百分の１の体積
に高密度化！）

海外 国内

水素等運搬船
（液水、MCH、NH3等）

施設内パイプライン等
水電解装置等

再エネ等

SMR等*

＋CCUS

天然

ガス等

系統電力、再エネ電力
*SMR:水蒸気改質、* *脱水素は利用地で行う場合も有。等は圧縮工程などを含む

国内受入基地
（含脱水素設備等**） 大規模発電

鉄・化学等

（燃料、原料）

パイプライン

水素モビリティ

熱需要

定置用FC

液水・MCHローリー等

圧縮水素トレーラー等
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